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1． は じ め に

　 日本 に は，耐震性 に支障があ る建築物が数多 く存在す

る。 住 宅の ス トッ ク は，戸建住宅 と共 同 住宅 と併せ て約

4700万 戸 で あ る が，1f4は耐震性 に 支障が あ り，そ の

多 くは 木造で ある。ま た，非住宅で は総数340万 棟の 約

35％ （約120万 棟） に支障があ る と され て い る
1）。新耐

震 （1981）以前の 特定建築物 （不 特定多数 が 出 入 りす

る約 18万棟）は 耐震化率16％ （多 くは 新築時 に 余裕 あ

る 設計） で 耐震改修 の 実施率 5％，民間建築物 で 耐震性

が確認 で きた もの 4％ とい う調査結果 もあ る。

　現 行 の
一

次 設 計 が な され て い な い 古 い 基礎 も少 な くな

い が ， 上 記の 数字は，建築物の 耐震診 断 が地 上 部分 を対

象 と して おり，基礎の 耐震化率は不明で ある 。 杭 の 引 き

抜 きなどは，建物の 崩壊形ひ い て は外力の設定 に 影響を

及 ぼ す こ と か ら，基礎耐震 の 重要性 は 高 ま っ て い る が

（2 章 ），基礎 の 目標 耐 震 性 能 につ い て の 議 論 は まだ 十 分

で は な い 。基 礎 耐 震の 考 え 方 ・検討 方法 は，建物の 種類

や 規模 に よ っ て 現在で も異な る 。

一
例 と して，液状化 を

例 に す る と，

一
般建築物で は 液状化層 の 上 部 に基 礎 を設

置す る こ とは な く，液状化層の 下層 を支持層 とす る杭や

改良が採用されて い るが，戸建住宅で は，液状化の 度合

い に よっ て は，液状化層の 上部を支持層 とする べ た基礎

を液 状 化 対 策 とす る例 もあ る。

　基 礎 の 耐 震補強が 検 討 され るの は，基 礎 に不 同沈 下 ・

損傷等 の 被害 が 既 に 生 じて い る場合 ， 建築物 の 耐震診

断
・
改修等 に 関連 して 基礎の 耐震性 に 支障が ある こ とが

明確 にな っ た場合，等で あ る。しかし，基礎 の耐震補強

の 選択肢や 評価法は，上部構造 と比較 して も明確 でな く，

確立 して い る とは い えな い 。こ の 理 由に は，  建築物の

診 断 ・補 強は 地 上 部 分 の 保 有耐 力 の 評 価 が基 本 で あ る が，

基 礎 耐 震 は 短 期
・保 有の 2 段 階で は な く，短 期 に と ど

ま っ て い る，  増改築
・
大規模修繕を伴わな い 基礎の 補

強 ・補修は 法令上の 規制が少な く，設計者 の判断が重要

で，様 々 な 考 え方があ る，  費用対効果 か らみ て現実的

な補 修 ・補 強法が 少な い ，  過去の 経緯 か ら，基礎 に著

しい 損傷
・不 同沈下等が 生 じて い な け れ ば基礎 の 耐 震性

に 著 し い 支障が あ る とは 言 い に くい ，な どが あ げ られ る。

　本稿 は，上 記 を鑑み ，建築基礎 の 耐 震設 計 ・診 断 ・
補

強の 現状 と課題を述べ ，今後を 展望する。

6

2， 建築基礎の耐震設計の変遷と最近の動向

　耐震補強を必要とす る場合の 多くは，現行の 耐震基準

を満た さな い 基礎 で あ るが，基礎 の耐震設計が法令 に基

づ い て 明確 に な っ た の は ご く最 近 で あ る。基 礎 耐 震 は，

『地 震力 に 対す る 建築物 の 基礎 の 設計指針 （1984）』 （旧

通達第324号）以降 に急速 に広 まっ たが，こ れは r望ま

しい 水 準の 基準』 と して 住宅局建築指導課長 か ら関連機

関 に通 知 され た もの で あ り，法令に基 づ く明確な 規定で

は な い 。許容応力度計算を要 す る建築物 で ，杭の 曲げ ・

せ ん断 に 対す る耐震設計の必要性 が 明らか に な っ た の は，

2001年 の 国交省告示 第1113号 が は じ ま りで あ る。

　基 礎 耐 震 の 変遷 2）か ら眺 め る と，水 平 力 に よ っ て 生 じ

るせ ん 断力や 曲げ モ
ーメン トに対 して杭耐力 を直接検討

す る よ うに な っ た の は 20数年 に す ぎな い 。 杭 の 水平耐

力等の 評価が可 能とな るまで は，長
・
短 の許容支持力 と

杭 種
・
杭 径 に 応 じ た そ の 上 限値，杭 の構造 方法 が 耐 震設

計 の 役割を 果 た して い た 。根 入 れ部分 で 水 平力 に 対抗で

き る とす る考え方，杭 に引抜 き抵 抗 力 を見込 まな い 設 計，

地 下 部分お よび 基礎 の 最小根 入 れ深 さ，建物荷 重 を す べ

て 杭で 支 え る設計な ど も間接的な耐震設 計で あ る 、

　低層建築物に 対 して は ， 最近 ま で 鉛直支持力以外の 検

討を明確 に求めて こ なか っ た経緯 もある。特 に 住宅で は，

構造計 算を 必要 とす る場 合 で も，布基礎 ・べ た 基礎の 直

下 の 鋼管杭 や 地盤 改良 は
一

種 の地 業 と して扱わ れ，液状

化等に よ っ て 支持能 力 が喪失 す る お そ れ があ る場 合 で も

一
般建築物 と同等の 耐震設 計 が常 に な さ れて い るわ け で

は な い 。 しか し ， 地業 で あ っ た と して も ， 住宅の 耐震性

を確保す る た めの検討 は 必要 で あり， 構造計算 を要す る

住宅で あれば，基礎直下の地盤が中程度 の地震で 著しく

液 状 化 す る こ とが予 測 さ れ る場 合，杭等 を含む 基礎の 短

期 許 容 応 力 度 計 算 が特 に重 要 で あ る。

　ま た ，
2007年建築基 準法改 正 を 契機 と して，こ れ ま

で 以上 に 基礎耐震の 重要性が増 して い る 。 表
一 1は ， 基

準法改正 に 関連す る 新 た な規定や2007年版建築構造関

係技術基準解説書
3）に 記載され た 内容 を ま とめた もの で

あ る。基礎耐震に 関 して は，こ れまで短期許容応力度計

算 の み で あ り，大地 震 に 関 して は特 に規定 がな か っ た が，

鉛 直 方 向 に 関 して は 塔 状 比 4 を超 え る 建 物 に対 し て 極

限押込 み ・
引抜 きの 検討が求 め られ る こ とにな っ た 。 基

礎
・
地盤の ばねに 関して も， 上 部構造 に 作用す る外力の

設定 に影響を及ぼす こ とか ら （剛性率，偏心 率な ど も基

土 と基礎，56− 3 （602）
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表
一1　 建 築基準法 改正 （H19 ．6）に よ る基 礎耐震の 新た な 規定 と技 術基 準解説 書 3）に お け る基礎に 係 わ る記 載例

極限支持 力

基礎
・
地盤ば ね

崩壊 形

告示 594 号

（Hl9 ）

塔 状比 4 を超 える場合 は，Co が 03 以 上 とした 時 に，地盤の 極限支持力，極 限引き抜 き抵抗力等 を超 え な

い こ と。Rt を算出す る際，固有周期は基礎 ・基礎 ぐい の 変形が 生 じない もの と して構造耐力上 主 要 な部分

の 初期剛性 を 用 い て 算出。崩壊形 と して 転倒 排除。枕ばねは 統
一

され た 手法 〔基礎指針，道路橋示 方書）。

液状化

短 期許容 支持力

令 38 条，
告示 1113 号 （H13 ）

許容応力計算及び限界耐力計算。『液状化 に よ る沈 下等の 影響 が軽微で あ る こ と が確か め られ な い 限 り，
地盤の 短期許 容応 力度 を設 定す るこ と は で きない 』 など

告示 1457 号

〔H12，　 H19改正 ）

限界耐力計算に お け る 液状化の 半1」定方 法の 明確化。最大加速度 150g田 で FL が 1 を超 える場合。350galで

は 液状化時地 表変位 Dcy が 50m 以下，液状化指数 PL が 5 以 下 な ど．
擁壁の 構造 令 142条

告示 1113号 （Hl3 ）

既存擁壁の 上部に 擁壁を増 設す る こ と もある が，上段 と下段 を合わせ た擁壁の 壁高が 2m を超 える場合は，
原則，本条（142条 ）の 規定を満足する 必要があ る。擁壁 背面の 近傍を敷地 とす る場合 は，建物荷重 によって

擁壁の 安全性検討した上で 地盤 の許容 支持 力を設定。
表層の 地 盤増幅 告示 1457 号

（H12 ，　 Hl9 改正 ）

限界耐力計算の 地盤増幅特性の 評価。工 学的基盤（Vs 約 400m 〆s 以 上 ，厚 さ 5m 以 上）の 傾斜 の 影響や表層

傾斜 の 影響等の 評価方法の 明確 化．基盤傾 斜は，表層地盤 の 厚 さの 5 倍程度 の 範 囲で 5 度以下 など

礎 ・地 盤 ば ね に よっ て 影響 を受け る），統
一

さ れ た 方法

で設 定 す る必 要性が 明確に な っ た 。 液状化 に 関 して は ，

文献
3）で 『…液状化 に よ る沈下等 の 影響 が 軽微で あ る こ

とが確 かめ られない 限 り，地盤 の 短期許容応力度を設定

す る こ とはで きな い 』 な ど とい っ た解 説 が加 え られ た が，

2001年 告 示 1113号 第 2 で 既 に 『…液状 化 の お そ れ の あ

る地 盤の 場合
…
建築物の 自重に よる沈下その 他の 地盤の

変形等 を考慮 して 建築物又 は建築物 の部分 に有害な損傷，

変形及び沈下が生 じない こ とを確 か め な け れ ば な ら な

い 。』 と規定 され て い る。ま た，擁壁 背面 近 傍 の 住 宅 基

礎 の 耐 震 を考 え る うえで 問題 に な りが ち な増 し積 み擁壁

に 関 し て も，『…上 段 と下 段 を 合 わ せ た 擁壁 の 壁 高 が 2

m を超 え る 場合は，原則，本条 （令第142条 『擁壁』の

意） の規定 を満足す る必 要が あ る 』な ど，地 盤 工 学 の立

場 か らす る と当た り前で あ るが ， 住宅の 基礎設 計 に係 わ

る もの と して 明記 され て い る。

3． 促進法 における基礎 ・
地盤 の 診断と補強

4）

　建築物 の 耐震診断 ・補強 に 関 す る基準 に，『建築物 の

耐震改修 の 促進 に関す る法律 （以 下，促進法）』 が あ る 。

こ の法令は，既 存不 適格や 施 工 不 良の 建築物 に数多 くの

被害が認め られ た 兵庫県南部地 震 を教訓 と し ， 1995年
に 施 行 さ れ た もの で あ る が ，2005年改 正 で 建築物 の

『敷 地 』 も 診 断対 象 と な り，国 交 省告 示 第 184号

（2006．1） で 敷地 の診断 ・改修の 考 え 方 が 明 確 に な り，

こ の 対象が r擁壁』，r崖崩れ 等』，『液状 化 』 の 三 つ に 大

別 され た 。

　
一

般 に，建築物の 耐 震診 断 は，保 有耐力 と必要保 有耐

力の 比 で評 価 され，木造 で は次 式 に よ っ て い る5〕
。

　　 構造耐 震指標　為
＝Pd！Qr・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…（1）

　 　 　 Pd ： 各 階 の 保 有 耐 力，　 Q，： 必 要 保 有 耐 力

　耐震性能 は，ん の 値 か ら以下 の 3 段 階 に 区分 さ れ，

1．0未満で あ れ ば改修を 要 して い る 。

　  　0．7未満で あれ ば 崩壊
・
倒壊 す る お それ が 高 い

　  0．7以 上 1．0未満 で あれ ば お そ れ が あ る

　  1，0以上 で あ る とお それ が低 い

　Pd に 関 して は，壁
・
柱 だ けで な く，基礎 の 種類 に 応

じた低減係数が設定 され て い る。基礎の 種類は，下 記 に

大別 され ，低減係数 は 1．0〜0．2の 範囲 にあ る。

　  健全 な 鉄筋布基礎 お よび べ た 基 礎
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　  健全 で な い （ひび 割れ の あ る）鉄筋布基礎 ま た は

　　　べ た基 礎 ， 無筋布基 礎 ， 玉 石 基 礎

　  　その他 の基礎

　
一

方，地盤 に関 し て は，軟弱地盤 に よ る必要保有耐力

の 割 増 係 数 が 定 め られ，通 常は 1，0，一
定 の 条 件 を満 た

す 軟弱 地盤 で は 1．5とな っ て い る。

　RC 造 で も同様 に ，次式 の lsと 1、。 の 比較 を基本 と し

て い るが，1次 f2次！3 次診断 と分け られて い る
6｝。

　　 Is≧lso　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
　（2）

　 　 　 構造耐震指標 is＝E。× SDxT

　 　 　 E 。：保 有性 能基本指標，SD ：形状指標 　T ：経年 指標

　　　 構造耐 震判定指 標 ム。
＝E

，
xZxG × ひ

　 　 　 E，： 耐震判定基 本指標，Z ： 地 域 指標，　 G ： 地 盤 指標

　 　 　 u ： 用途指標

　Isに係 わ る基 礎
・地 盤 の 評価に関 して は，地 下 室の有

無 に よ る形状指標の 低減 （低減係数 は h ← 地 下 面積／

建築面積）≧ 1，0で 1．0，1，0＞h≧ 0．5で O．9，h＜ 0．5で 0．80）

が あ る。経年指標 に 関 して は，不 同沈下や 地 盤等 に よ る

保有耐 力 の 低 減が あ り，一
次診断 で 不 同沈下 が 生 じて い

る とO．7，埋 立 地 や 水 田跡 はO．9 とな っ て い る 。

　1、。 に 関 して は ，地 盤 指標 G や 地 形 指標等 を設 定 す る

こ とが あ る 。 静岡県
・
横浜市

・
官庁施設の 指針類 には ，

崖地 ，不 整合性 な 地 層，局部的な 高台，谷地 低 地 で は

1，0〜1．25の 範 囲 で G を 割 り増す こ とが 示 さ れ て い る。

ま た ，横浜 市 に は，崖の 高さ や勾配，崖上 端 か ら建築物

ま で の 距 離 な ど を 考 慮 した 地 盤 指 標 C の 算 定 式 が あ る

（図一 1参照）。

　 た だ し，促進法 は，診 断 ・
改修 を義務付 け る もの で は

な い 。 診断
・
改修等の 指示 に正 当な理 由な く従 わな い 場

合 は公表等を 可能 と して い るが，『国民 の努力義務』 で

あ る こ と に 注意を 要す る。ま た ，促進法 の特徴 に は，改

修工 事の 際 に基 準 法 の 規定 が緩和 で きる こ とが あげ られ

る 。

4．　 基礎の 耐震補強と要求性能

　図
一2 は，基礎の 耐震補強の 現状を示 した もの で あ る。

診断法の提案は既 に
一

部の 機関 で なされて い るが
7），一

般 に，基礎補強の 大 半は 現状復旧 で あ り，耐 震 補 強 とな

る と容 易 で は な い 。表一 2 ，表一 3は，基 礎 の 耐 震 補 強

の 要求性 能や 重 要度の 考 え方を 例示 した もの で あるが ，

7
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上部構造 で も耐 震補強が進 まな い 現状を考 え る と，課題

は多 い
。

　 基 礎の 補強法は，構造的に 補強す る 方法，地盤改良な

どに よ り地 盤支持力や液状化抵抗 を高 め る方法，免震装

置等 に よ り基礎 に作用 す る荷重 を制御す る方法 に 大 別で

き る 。 既存基礎 に作用 す る水 平力 を低減 させ るた め ， 新

設基 礎 に水平力を集中させ る方法 も有用で あ る。しか し，

建物直下の部分 で あ る こ とを考 え る と設計施工 の確実性

な ど扱い が難 しい 部分 もある。補強 とな る と新築段 階で

は評 価が難 しい もの で も積 極 的 に活 用 せ ざ るを 得 な い が，

補 強 効果 が検 証 さ れ て い な い もの や 評 価 方 法 が 確立 して

い な い もの もあ る。例 え ば，緊張型斜めア ソ カ
ーは，擁

壁等 の復 旧 ・補強 に は有用で あ るが，新規の 建築工 事 で

は時刻歴解析等 の大臣 認定 を要す る。ま た，補強時 に既

存基礎周 囲 を掘削 して 施 工 品質が確認で きる場合が あ り，

既存基礎の 状況 と設計要求の 関係に も注意を要 す る。

　構造体 だ けで な く，地盤改良等に よ る補強後 の地 盤 の

評価 に 関 して も，効果確認の 方法は 必 ず し も明確 で は な

い 。新規の 深 層混 合 処 理 工 法 で は，コ ア採 取 率 とい っ た

改良部分の 均質性 の 評価法を 含め て検査法が 明確 で ある

口

が ， 既存建物直下 の 液状化対策 を対象 とした 場合の 改良

等に対 して 検査法 が十分確立して い る とは詈え ない 。ま

た ，杭 の補修
・
補強の た め に，杭頭 周 辺 を 掘 削 して杭 体

を補 強 す る こ とも あ る が，埋 戻 し後 の 水 平 地 盤 ば ね の 設

定法 な ど ， 現在 で も考 え方が 明確で な い 部分が ある。

　現行規定 を満足しな い 木造等の 古い 基礎の補強に 関 し

て は，2005年 国交省告示第566号で 無筋 の基礎等 に対 す

る緩和措置 として の 補強方法 が定 め られ て い る 3〕。図
一

3は，補強法の 例 で あ るが，基礎立 上 り部 の ア ン カー
の

定 着長 や 間隔な どの 標準仕様 が 定め られ て い る。な お，

既存不 適格基 礎 に 対す る 補強の 考え 方 は，増築規模 で 異

な り，  増築部が延べ 床 面 積 の 50％以 上 で は 現行規定

に適合，  50〜5％で は 図
一 3の補強，  5％以 下 （50

M2 以 内）で は補強不 要，とな っ て い る。

5．　 お わ り に

地 盤変動が 生 じや す い 崖等 の近傍 の 古い 木造基礎，現

表一2　 建築基 礎 の耐 震補 強 に お け る要 求 性 能

H
、
ド
ー

el
　　地盤指標G ≡GJxG2 ×G3

Gl ：地盤種 別に よる 指標 （当面 1．O）
G プ 地形指 標 （通常は LO｝

　 大地間谷底低 地 G。！1．2 （谷 1幅 200m 以 内の開析谷）

　 が け地 （勾配 30 度以上 ｝ は次 式

　 G2 ≡O−L 〆La）A ＋ LILo　 ；L≦加 の 場合

　 　 　 一　τ　 　　 　　 　　 ；ゐ冫加 の 場合

　 浸
⊇7x 〔θ／45−1〕・HtVs ÷ 1 ： H ≧ 3m カ、っ e ≧ 45 の場 合

　 　 ＝　1　　　　　　　 ：fi（3m 　X は O ≧ 45 の 揚合
　 　 ll　／ が け 上端部の増幅率
　 　 L ：当該建物位置か らがけ上端まで の 水平距離 （m ）
　 　加 ：がけの影 響範囲を 与 える 距離で Lo＝2H 　 〔m ）

　 　 e ：が けの勾配 〔度）　　 H ：が けの 高 さ 〔m ）

　 　 X9 ：が け部分 のせ ん断 波速度 〔rrVsec）

G3 ／地盤 と建 物の相 互作用効果に よる指標 （当面 σs
＝LO｝

図
一 1　 崖等 を考 慮 した 地 盤指標 G の 算定 （横 浜市の 場

　　　　合）
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図
一2　 建築基 礎 の 耐 震補強の 考 え 方 と補 強方法
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立上 り部分の 上端及び

立

異
3e

縦

立 ！tり部分の 厚 さ 12c皿以上

立上 り部分の ア ン カ
ー

：

定着長さ 6cm 以上

60cm 以下 の 間隔で 上 下 に配置

（地上部分）

皿以 上

　 　 　 　 　 　 底盤の 厚 さ

　 　 　 　 　 　 べ た 基礎の 場 合 12c皿以 上

　 　 　 　 　 　 布基礎の 場合 15cm以 上

図
一3　 基礎の 補強方法 （国交省告示566号，2005 ）

行 の
一

次設計 を著しく満足しない 基礎，大地震 に対 して

も無被害 が求められ る重要施設の 基礎が，耐震補強の対

象 で ある。基準法改正 に関連 し基礎耐 震に 係わ る基 準 が

設 け られ，補強 を要す るケー
ス が増え る可能性 もあ る。

増改築等 に お い て ，既 存 基 礎 と増築基礎 の 耐震性 が大 き

く異 な る こ ともあ る の で ，こ の よ うな 場合も注意 が必 要

で あ る。

　 しか し，促進法 では 基礎の 診 断 を 直接 求 め て い な い こ

とや上 部構造 で も耐震補強が 進ま な い 現状を考 え る と ，

基礎補強のハ
ードル は高い 。基礎 の 診断

・
補強 を 必要不

可欠 とす る と，改修 が さ ら に 進ま な い お そ れ もあ る。建

築主 の 負担 に よ る 補強工 事で は，崩壊の お そ れ や補強効

果 を 明確 に す る こ とが重要 で あ るが，一
体の 基 礎 で あ れ

ば液状化等 で傾斜が生 じて も容易 に崩壊 しな い とす る考

え もあ る 。 現在，耐震診断
・
改修が 進みつ つ ある建物 で

も，液状化 を別途扱 い として い る例が 少な くない 。基礎

の 診断
・
補強 が なされるケ

ー
ス は，重要構造物や歴史的

建造物 で ，増改築 や上 部構造の 耐 震補 強 が 実 施 さ れ る 際

に，液 状 化 の 検 討 が重 要 と判 断 され た 場 合 等に 限 られ，

補強法 は建物外周 に地 震力 を負担す る壁等を 築造す る方

法 や建物内部 か ら施工 可能な 締固め ・
注入 等の 液状化対

策で あ る （ロ 絵写真
一2 ）。

　人命へ の 危害 を考 え る と，不 安定な崖近傍の住宅基礎

や 擁壁 の補強が重要 で ある。筆者は，関係機関の 協力を

得て ，2007年 に 既 存擁 壁 の 実 態 調 査 を 首 都 圏 数 ケ所 で

実施 した が，高 い 増 積 み ・空 積 み ・塀 ブ ロ ッ ク の 土 留め

は 数 多 く存在 す る 。 しか し ， 残余供用期間や建替 へ の期

待 ， さ らに は 多大な補強費を考 え る と，改修に は限界が

あ る 。 こ の 意味 か らする と，最近の 宅地耐震を取 り巻 く

社会情勢 の変化 に注 目 したい 。国 交省の 宅地耐 震化事業

だ け で なく，地方 自治体 で も擁壁等の 改修の た め の 助成

制度が 拡充 しつ つ あ る。宅 地 の 改 修 は，建築 主 に 任せ て

も容易 に は か ど らな い こ とや 擁 壁 の 崩壊 は 前 面道 路な ど

公 共 施設 へ の 影響 が多大 で あるためか，被災して い ない

既存不適格擁壁 に 対 して も住宅本体を上 回 る助成金制度

が 導入 され て い る横浜市は，擁壁等 に対す る既存 の助成

制度 を拡充
・
統合 し，2006年 に 『が け地 防災工 事助成

金制度』 を設 け，個人 所 有の 土 地 で 居住 用の 建物 に 被害

が 及 ぶ お そ れ が あ る敷 地 で は，擁壁 等 の 工 事費 の 1／3
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ま で の 助成 （上 限 は 壁高2m 超 5m 未 満 で 200万 円，5

m 以上 で 400万 円）を 実施 して お り，類似の 制度 が周辺

に 広 ま っ て い る。宅地 耐震化 に は ，合理 的な擁壁 の補強

方法 の提示 や 住 宅 建設 にお け る既存不 適格擁壁 の扱 い と

そ の 説明責任を 明確 に す る こ とが 必 要で あ るが，既存不

適格 に対 す る居住者認識 を高め る こ とも重要で ある 。 建

築主 が 求めれば技術 の進歩が 期待で きるの が住宅建設 で

あ り，敷地 の診断
・
補強の 事例集や建築主の 視点に立 っ

た手引き等 の整備が今後必要で あ る。

　
一

方，重 要 施 設 で は，大 地 震 で も機 能 を 喪 失 しな い 建

築 物 へ の 指 向 も増 して い る 。
こ の 方 面 の 技術 開 発は 法令

の規定の外 に あ るが，市場競争の もとで 性能設計が発揮

で き る。建物 の機能維持 （事業継続等）の た め に は，復

旧範囲 と費用 ・工 期 の検 討 も重 要 で あ り，建物だ け で な

く，周 囲地 盤 （進 入路 の 確保等）も併せ て 考 え る 必 要が

あ る。事業継続等 に 関連 し て，地 盤工 学会関東支部で は

『BCP 地 盤改良委員会 （Business　Continuity　Plan）（委

員長 岸 田隆 夫）』 が 平 成 19年度 か ら活動 し て お り，建

物 機 能 が維 持 で き る対 策工 の 考 え方 を事例 等 に基 づ き検

討 して い る。

　基礎の 耐震設計
・
耐震補強 が上 部構造ほ どに 重視され

な い 背景 には，法令 で二 次設計 を求 めて い な い こ ともあ

ろ う が， 
一

般 建築 物 で は
一

次 設 計 を実 施 して い な い 基

礎で も大 きな被害 を 受け た報告例 が少な い （中越
・
能登

半島
・
中越沖で は 報告例 が ほ とん ど な い ），   地盤 に 起

因す る建物被害は基礎耐震 の 問題 で はな く天災 として 受

け止められが ちで あ る，などがあげられ る。基礎の 耐震

診断 ・補強を 促進 す る に は，基礎 の 地 震被害や 補強 8）の

事 例 の 公表 が 必要 で あ り，診 断 ・改 修 の 指 針 類 の 整 備 と

と もに ，個 々 の 診 断
・
補強技術 の 評価 シ ス テ ム も重要で

ある 。
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